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公共交通応援隊活動報告について

「長久手のりもの講座」の開催結果

１ 開催概要

公共交通応援隊が主体となり、第２次長久手市地域公共交通網形成計画で掲げる

将来像の実現に向け、地域公共交通の活性化に向けた周知広報事業として「長久手

のりもの講座」を開催した。

２ 日時及び場所

⑴ 北児童館

令和４年８月５日（金）午前１０時から午前１１時３０分まで

⑵ 青少年児童センター

令和４年８月５日（金）午後１時３０分から午後３時まで

⑶ 市が洞児童館

令和４年８月２４日（水）午後２時から午後３時まで

⑷ 南児童館

令和４年８月２７日（土）午前１０時から午前１１時まで

⑸ 西児童館

令和４年８月２７日（土）午後２時から午後３時まで

⑹ 上郷児童館

令和４年８月２９日（月）午前１０時から午前１１時まで

３ 対象

未就学児及び小学生

（当初、市内在住の小学生としていたが、定員に空きがあったため、参加希望の

未就学児にも参加いただいた。）

４ 参加者数

２２２人（小学生及び園児のみカウント）

５ 内容

⑴ 公共交通ミニ講座（企画政策課）

⑵ 市内公共交通紹介及び乗りたい公共交通の投票（企画政策課）

⑶ 名鉄バス（Ｎ－バス）乗り方講座（名鉄バス株式会社・企画政策課）

⑷ ○×クイズ（企画政策課）

資料４
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６ 当日の様子

公共交通ミニ講座

市内公共交通紹介及び乗りたい公共交通の投票

名鉄バス（Ｎ－バス）乗り方講座

○×クイズ
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７ アンケート結果

園児及び小学校低学年を対象に挙手制にてアンケートを実施

（従来は、用紙でアンケートを実施していた）

回収数：２２２名（回答率 100％）

※例年自由参加だが、Ｒ２年度及びＲ３年度はコロナウイルス感染症防止策をと

ったため、定員制かつ事前申込制とした。また、従来公共交通イベントは毎年 1

回の開催だが、Ｒ４年度は、市内６児童館で 1 回ずつ合計６回実施した。

ア 子どもたちの年齢

参加した子どもの 50％が小学１、２年生及び未就学児と最も多く、小学３、４

年生の参加が 42％、小学５、６年生の参加が８％となった。今回対象とした小学

生の中で、小学校低学年を中心に、幅広くイベントの周知ができたといえる。

（人）
小学１・２年生及び未就学児 110
小学３・４年生 94
小学５・６年生 18
合計 222
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イ 公共交通について分かったことや、新しい発見がありましたか（1 つに挙手）

ウ 普段公共交通に乗りますか（1 つに挙手）

「ほとんど乗らない」が 71％と、約７割は公共交通を普段利用しないことが分

かった。より多くの人に公共交通を身近に感じてもらうため、来年度以降も、コ

ロナウイルス感染症の状況を見ながら引き続きイベントを行い、公共交通につい

て興味をもってもらえるような企画を考える。

エ 居住小学校区（1 つに挙手）

北小学校区からの参加が一番多くみられたが、市内６小学校区全ての小学校区

からイベントへの参加があった。

（人）
あった 114
なかった 108
合計 222

（人）
１週間に１回 10
１か月に１回 54
ほとんど乗らない 158
合計 222

（人）
北 64
東 63
長久手 53
市が洞 30
西 8
南 3
長久手市以外 1
合計 222
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オ 楽しかったブースは何ですか（複数回答可）

実際に自分が参加するようなコーナーが人気であった。どのコーナーにも楽し

かったという意見があり、全部楽しかったと答えてくれた方も居た。

カ 乗ったことのある公共交通は何ですか？（複数回答可）

リニモに乗車経験のある方は、７割以上いた。また、他の公共交通についても

乗ったことがあると回答した方は、４割を超えており、どの公共交通にも一定数

乗車経験がある方がいることが分かった。

（人）
公共交通ミニ講座・公共交通紹介 101
名鉄バス（Ｎ－バス）の乗り方講座 108
○×クイズ 150
合計 359

（人）
リニモ 165
Ｎ－バス 119
タクシー 108
名鉄バス 93

合計 222
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キ 心に残ったことや感想（総意見９件）

８ 上郷児童館からのお手紙

楽しかった。

またやって欲しい。

Ｎ－バスに乗ってみたいと思う。

バスの乗り方講座が楽しかった。

説明が面白かった。

プレゼント（景品）をたくさんもらえて嬉しかった。

勉強になった。

バスに乗って楽しかった。

クイズで色々なことを知れて楽しかった。


